
１ 人口動態の概況（平成２２年１月～１２月） 
 
（１）出生数＜減少＞ 

 出生数は59,437人で前年に比べ288人減少し、出生率は人口千人に対し8.4で、前年と

比べ0.1ポイント低下した。 
（２）死亡数＜増加＞ 

  死亡数は55,487人で前年に比べ3,113人増加し、死亡率は人口千人に対し7.8で前年と

比べ0.4ポイント上昇した。 
（３）乳児死亡数＜減少＞ 

  乳児死亡数は133人で前年に比べ7人減少し、乳児死亡率は出生千人に対し2.2で前年

と比べ0.1ポイント低下した。 
（４）自然増加数＜減少＞ 

  自然増加数は3,950人で前年に比べ3,401人減少し、自然増加率は人口千人に対し 0.6
で前年と比べ0.4ポイント低下した。 

（５）死産数＜減少＞ 
  死産数は1,375胎で前年に比べ25胎減少し、死産率は出産(出生＋死産)千人(胎)に対し 

22.6で前年と比べ0.3ポイント低下した。 
（６）周産期死亡数＜増加＞ 

  周産期死亡数は252人(胎)で前年に比べ17人(胎)増加し、周産期死亡率は出産千人(胎)
に対し4.2で前年に比べ0.3ポイント上昇した。 

（７）婚姻件数＜減少＞ 
  婚姻件数は39,160件で前年に比べ239件減少し、婚姻率は人口千人に対し5.5で 前年

に比べ0.1ポイント低下した。 
（８）離婚件数＜減少＞ 

  離婚件数は14,325件で前年に比べ259件減少し、離婚率は人口千人に対し2.02で前年に

比べ0.05ポイント低下した。 

 
表－１ 人口動態の概況（対前年比較） 
 
 
 



２ 各 論 
 
（１）出 生 
  ア 出生数及び出生率 

  平成22年の出生数は59,437人で前年より288人減少した。 
 年次推移をみると、昭和48年の106,008人をピークに平成2年まで減少し続け、その

後増加と減少をくり返していた。平成13年から5年連続減少し、平成18年は6年ぶり

に増加したが、平成19年からは再び減少を続けている。 
  出生率は、人口千人に対し8.4で前年の8.5を0.1ポイント下回った。全国の出生率は

8.5であった。 
 年次推移をみると、第2次ベビーブームの昭和46年の24.0以降低下を続け、平成元

年に10.1となり、その後10.0前後で推移していた。平成13年から5年連続減少し、平

成18年は6年ぶりに増加したが、平成19年からは再び減少を続けている。 
  なお、昭和41年にみられる出生率の低下は、丙午（ひのえうま）によるものである。 

 
  表－２ 出生数及び出生率の年次推移 
 
 
 
 
 
 



  イ 都道府県別にみた出生率 
  本県の出生率は、平成3年以降はわずかながら全国を上回る状態であったが、平成 

20年は再び全国を下回り、平成21年に同率となったものの、平成22年は再び下回っ

た。 
  都道府県別にみると、本県は、昭和49年から昭和52年までは、高率順で沖縄県

に次いで第2位であった。しかし、昭和53年以降順位を落とし昭和61年には  
41位まで下がった。その後回復し、平成7年には4位となったが、近年は、 
平成20年22位、平成21年20位、平成22年22位となっている。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 表－３ 都道府県別にみた出生率 
 
 
 



  ウ 市町村別にみた出生率 
  市町村別にみると、高率順では、戸田市（12.0）、和光市（11.5）、朝霞市（11.0）、

伊奈町（11.0）の順である。また、低率順では、東秩父村（3.6）、鳩山町（3.6）、

ときがわ町（4.0）の順である。 
 
 表－４ 市町村別にみた出生率（高率順）   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



  エ 出生順位別にみた出生の動向 
  出生順位別に出生数の構成割合の年次推移をみると、第1子の割合は昭和60年 

（ 42.0％）から平成6年（49.8％）まで増加を続けていた。しかし、平成7年以降は増

減をくり返し、平成15年からは低下傾向にあった。平成21年は上昇したが、平成22
年は低下した。 
  また、第2子の割合は昭和55年（42.7％）以降下降を続けていたが、平成6年以降平

成8年（38.1%）をピークにやや上昇した。その後再び下降と上昇を繰り返し、ここ

数年は37%前後で推移している。 
  
 
                             
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



表－５ 出生順位別にみた出生数及び構成割合の年次推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



  オ 母の年齢階級別にみた出生の動向 
  母の年齢階級別に出生数の構成割合をみると、25～29歳の母からの出生は昭和51
年の 57.0％をピークとして減少しており、平成22年は27.3％である。 
  また、24歳以下は平成5年以降減少傾向にあり、平成22年は10.4％で前年の10.8％を

0.4ポイント下回った。 
 30歳以上は増加を続け、平成19年からは出生数全体の6割を超え、平成22年は62.3％
となった。 

 
 
 



（２）死 亡 
  ア 死亡数及び死亡率 

  死亡数は55,487人で、前年より3,113人増加した。 
  死亡率は、人口千人に対し7.8で前年の7.4を0.4ポイント上回った。全国（9.5）より

1.7ポイント低くなっている。 
  死亡率の年次推移をみると、昭和35年 7.9、45年 5.7、50年 4.7、55年 4.5と低下し、

以降 4.5前後で推移していたが、昭和61年以降上昇傾向に転じた。 
  都道府県別にみると、本県の死亡率は昭和60年以降平成13年まで、昭和62年を除き

低率順で第１位、平成14、15年は沖縄県に次いで第２位、16年からは沖縄県及び神

奈川県に次いで第３位となっている。 
 
表－６ 死亡数及び死亡率の年次推移 
 
 
 
 
 
 



  イ 死因別死亡数及び死亡率 
  死因別にみると、死亡数は、①悪性新生物 17,058人(死亡総数の30.7%)、②心疾患 

9,543人(17.2%)、③脳血管疾患 5,711人(10.3%)、④肺炎 5,514人(9.9%)、⑤自殺1,642
人(3.0%)、⑥不慮の事故 1,635人(2.9%)となった。 
  また、死亡率(人口10万対)は、悪性新生物(240.1)が 5.3ポイント、心疾患(134.3)が 

11.4ポイント、脳血管疾患(80.4)が0.5ポイント、肺炎（77.6）が5.9ポイント、不慮の

事故（23.0）が1.5ポイント上昇し、一方で、自殺（23.1）が1.3ポイント低下した。 
 

表－７ 主な死因別死亡数及び死亡率（対前年比較） 

 
 



  死因別に死亡率（人口10万対)の年次推移をみると、悪性新生物は昭和55年以降概

ね上昇を続け、平成15年には200.0を超えた。また、昭和56年以降は死因順位第１位

である。 
 心疾患は、緩やかに上昇しており、平成14年から100.0を越えている。 
 脳血管疾患は緩やかな低下傾向にある。 
 なお、平成6・7年の心疾患及び脳血管疾患の著しい変動は、死亡傾向が急激に変

化したものではなく、死因分類（ICD-10）及び死亡診断書の改正によるものと考え

られる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※死因分類(ICD-10)及び死亡診断書の改正による影響 

  心疾患の平成6年から3年間は、大きく前年を下回っている。この低下は、平成7年1月施行の新しい

死亡診断書（死体検案書）における注意書き「死亡の原因欄には、疾患の終末期の状態としての心不

全、呼吸不全等は書かないでください」の影響が考えられる。 
  脳血管疾患は、平成7年は前年を大きく上回った。これは、死因分類の改正で、肺炎に影響を与えた

疾患として脳出血を死亡原因とするようになった影響が考えられる。 
  なお、逆に肺炎は減少している。 

 



  年齢階級別に死因別割合をみると、10歳代まででは不慮の事故、20歳代、30歳代で

は自殺、40～80歳代では悪性新生物、90歳以上では心疾患の割合が最も高くなって

いる。 
 
 
 



  ウ ３大死因（悪性新生物、心疾患、脳血管疾患） 
  死因別死亡数の上位を占める３大死因（悪性新生物、心疾患、脳血管疾患）による

死亡数は32,212人で死亡総数の58.2%を占めている。 
  年齢階級別に３大死因による死亡数をみると、80～89歳の9,578人が最も多く、70
～79歳の8,966人、60～69歳の6,206人の順である。 
  各年齢階級別の死亡総数に占める割合をみると、60～69歳が70.0%で最も高く、次

いで50～59歳の66.4%、70～79歳の64.2%の順で前年と変わらない。 
 
表－８ ３大死因による死亡数及び割合（年齢階級別） 
 
 
 
 
 
 
 
 



  （ア）悪性新生物（がん） 
  悪性新生物による死亡数は17,058人で、死亡総数の30.7％を占めている。全死亡

者のおよそ３人に１人は悪性新生物で死亡したことになる。 
  年齢階級別にみると、70～79歳が 5,395人で最も多く、60～69歳 が4,276人、80
～89歳が 4,214人の順となっている。 
  また、各年齢階級の死亡総数に占める割合をみると、60～69歳が48.2%と最も多

く、50～59歳44.5%、70～79歳38.6%の順となっている。 
  死亡率（人口10万対)は、240.1で上昇を続けている。全国は279.7である。 

 
表－９ 悪性新生物による死亡数及び割合（年齢階級別） 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 



  部位別にみると、「気管・気管支及び肺」が3,163人(18.5%)で最も多く、次いで

「胃」が 2,677人(15.8%)、「大腸」2,106人(12.3%)の順となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

表－１０ 悪性新生物部位別死亡数及び割合の年次推移 
 
 
 



  （イ）心疾患 
  心疾患による死亡数は9,543人で、死亡総数の17.2％を占めている。 
  年齢階級別にみると、80～89歳が3,338人で最も多く、70～79歳が2,218人、 
90歳以上が2,028人の順となっている。 
  また、各年齢階級の死亡総数に占める割合は、90歳以上が22.1％で最も多く、 
80～89歳 が19.4％、70～79歳 が15.9％の順となっている。 
 死亡率（人口10万対）は134.3で、前年の122.9から11.4ポイント上昇した。全国

は149.8である。 
 
表－１１ 心疾患による死亡数及び割合（年齢階級別） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



  （ウ）脳血管疾患 
  脳血管疾患による死亡数は5,711人で、死亡総数の10.3％を占めている。 
 年齢階級別にみると、80～89歳が2,026人で最も多く、70～79歳が1,353人、90歳
以上が1,098人の順となっている。 
  また、各年齢階級の死亡総数に占める割合は、90歳以上が12.0％で最も多く、80
～89歳が11.8％、70～79歳が9.7％の順となっている。 
 死亡率（人口10万対）は、80.4で近年は横ばいに推移している。全国は97.7であ

る。 
 

表－１２ 脳血管疾患による死亡数及び割合（年齢階級別） 
 
 
 
 
 
 
 
 



  エ 不慮の事故 
  不慮の事故による死亡数は1,635人で、前年に比べ122人増加した。 
 年齢階級別にみると、80～89歳が445人で最も多く、次いで70～79歳が348人と続

いている。 
 死亡率は、人口10万人に対し23.0で前年より1.5ポイント上昇した。 
  不慮の事故のうち交通事故による死亡数は300人で、前年に比べ32人減少した。死

亡率は、人口10万人に対し4.2で前年に比べ0.5ポイント低下した。 
 全国は、不慮の事故32.1、交通事故5.7である。 

 
表－１３ 不慮の事故、交通事故による死亡数及び割合（年齢階級別） 
 
 
 

 

 

 

 

表－１４ 不慮の事故、交通事故による死亡数の年次推移 
 
 



  オ 自 殺 
  自殺による死亡数は1,642人(男性1,171人、女性471人)で、前年より78人減少した。

死亡率は、人口10万人に対し23.1で、前年の24.4を1.3 ポイント下回った。 
  年齢階級別にみると、60～69歳が321人 (19.5%)で最も多く、次いで70歳以上が285
人で (17.4%)となっている。 
   

  
表－１５ 自殺による死亡数及び死亡率の年次推移 
 
 
 
 
 
 
表－１６ 自殺による死亡数及び割合の年次推移（年齢階級別） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 



  カ 妊産婦死亡 
  妊産婦死亡は、6人であった。妊産婦死亡率は、出産10万人（胎）に対し9.9であっ

た。 
  
表－１７ 妊産婦死亡数及び死亡率の年次推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 



  キ 市町村別にみた死亡 
  市町村別にみると、低率順では和光市(5.2)、伊奈町(5.6)、朝霞市(5.9)の順である。

また、高率順では、東秩父村(18.3)、皆野町(16.5)、長瀞町(14.8)の順である。 
 

表－１８ 市町村別にみた死亡率（低率順） 
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